
 

令和７年度 第１回長岡警察署協議会議事概要  

 

 

開催日時  令和７年６月25日（水）午後２時00分から午後４時00分まで 

開催場所  長岡警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数15人）
 

 

佐藤会長   酒井副会長 

麻王委員   石曽根委員   葛綿委員 

小池委員   近藤委員    須栗委員 

髙橋委員   田中委員    星野(勇)委員 

星野(麻)委員 宮委員     山碕委員 

（会長・副会長以下50音順）
 

計14人 

警   察 

松川署長   榎本副署長  小山会計官 

吉田地域官  青木刑事官 

恩田警務課長 渡邊会計課長 山本留置管理課長 

大久保生活安全課長 大橋地域第一課長 

石田刑事一課長 岡村刑事第二課長  

池上交通課長 齋藤警備課長 

計14人 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和７年４月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止活動の推進 

(1) 特殊詐欺被害防止対策の強化 

関係機関・団体と連携した抑止３本柱対策の推進 

ア 犯人から電話を受けない対策 

防犯機能付き電話機贈呈式の実施 

イ だまされないための対策 

年金支給日等における被害防止広報 

ウ だまされたとしても犯人に金を渡さない対策 

特殊詐欺被害未然防止功労者に対する表彰 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪対策の強化 

 (1) 重要犯罪・重要窃盗犯罪の検挙活動の強化 

ア 生命身体加害略取・恐喝・傷害事件の検挙 



イ 殺人予備事件等の検挙 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化 

ア 特殊詐欺事件及び助長犯罪事件の検挙 

イ 薬物犯罪事件の検挙 

３ 交通事故防止対策の推進 

 (1) 高齢者交通事故防止対策の強化 

ア 新潟交通安全サポーター（ＮＵＴＳ）等と協働により、リバーサイド千秋で 

行われたＦＭ新潟主催イベントに参加、運転機能測定と高齢者の靴に夜光反射 

材の直接貼付を実施 

イ シニア安全強化日に健康の駅ながおかにおいて、歩行環境シミュレータによ 

る道路の横断指導と運動機能測定を組み合わせた体験型交通安全教室を実施 

 (2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進 

ア 通学路や生活道路における通行禁止違反の取締りを実施 

イ 可搬式速度違反自動取締装置の模型を活用した街頭活動を実施 

ウ 小学生を対象とした交通安全教室において、横断歩道の安全な渡り方などの 

交通安全教育を実施 

 (3) 春の全国交通安全運動における取組み 

ア 栃尾交通安全協会と協働して街頭指導所を開設し、ドライバーに交通事故防 

止広報を実施 

イ アオーレ長岡において、長岡市長等の参加を得て、出発式、街頭広報を実施 

ウ 殿町踏切において、チラシを配り、通行する車両に交通事故防止広報を実施 

エ 長岡大橋において、サインボード（交通事故死０を目指す日！！）を掲示し、 

 通過車両に交通事故防止広報を実施 

 (4) 広報媒体の活用 

ア ケーブルテレビＮＣＴに出演し、自転車利用者の交通事故防止等を広報 

自転車運転中の酒気帯び運転の罰則新設を広報 

ヘルメット着用の重要性を伝える「お豆腐実験動画」を放映 

  イ ケーブルテレビＮＣＴに出演し、春の全国交通安全運動の重点等を広報 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 特殊詐欺防止対策の強化（抑止３本柱対策の推進） 

 (1) 犯人からの電話を受けない対策 

 (2) だまされないための対策 

 (3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙活動の強化 

 (1) 重要犯罪、重要窃盗犯罪の検挙活動の強化 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化 

３ 交通事故防止対策の推進 

 (1) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進  



答申 

質疑の後、長岡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 諮問事項に対する質疑 

 (1) 長岡警察署での薬物犯罪の検挙状況等について、差し支えない範囲で教えてい 

ただきたい。 

   ○ 検挙した薬物犯罪は、覚醒剤事犯、大麻事犯であり、他署との合同捜査でも 

複数の事件を検挙しています。 

    種別では、ゲートウェイドラッグと言われる大麻所持等の違反が増えていま 

す。 

２ その他の意見、要望、質疑等 

 (1) 交通環境に関する意見要望 

希望が丘郵便局前交差点、通学路に白線の標示要望 

七日町交差点に信号機の設置要望 

  〇 今後、日程調整して現地確認等の対応を行います。 

 (2) 交通違反取締に関する意見要望 

    長岡駅近くのセントラル通りでの駐停車違反取締 

 〇 パトロール等、必要な交通指導取締りを行います。 

 (3) 職場においてカスタマーハラスメントが多くあるが、どの程度のハラスメント

であれば警察に相談して良いか伺う。 

〇 職場での対応が困難な場合は、遠慮なく警察に相談してください。 

 (4) 新聞で「動く監視カメラで事件事故の解決に協力」という記事があり、長岡警 

察署と長岡地区安全運転管理者協会とのドラレコ協定の運用開始について、どの

ような効果を狙った取り組みなのか。 

また協定締結は県内初とのことだが、協定の経緯などを教えていただきたい。 

  〇 日頃、各地域を通過している協会加盟企業の車両に搭載されているドライブ 

レコーダーの記録を、いち早く提供いただき、事件事故の早期解決に繋げる効 

果を期待するものです。 

    経緯は、当署交通課の中に同協会事務局が設置されており、加盟企業と情報 

のやりとりができるネットワークが構築されていることから、これを利用でき 

ればと思い、同協会総会でのご賛同を経て本年６月20日に協定に至りました。 

 (5) 長岡市のＬＩＮＥで警察情報を繋げて発信しているのか。 

  〇 長岡市のほかＦＭ長岡にご協力をいただき、特殊詐欺の手口や交通事故の多 

発警報等の情報を発信しております。 

    今後も、住民の皆様のために、より多くの情報をタイムリーに発信する予定 

   です。 

 



 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故発生実態に応じた速度等取締りを実施する旨の説明があり、

了承した。 

その他  

協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


